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第６４回 東海北陸中学校長会研究協議会 福井大会 
 

 立春の候、会員の皆様には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、福井県は令和６年３月の北陸新幹線福井・敦賀間開業を控え、新たなステージへ踏み出そうとし

ています。そのような中、東海北陸７県より会員の皆様をお迎えし、第64回東海北陸中学校長会研究協

議会福井大会を開催できますことを大変光栄に感じております。 

昨今、我が国はかつてない大きな変革の中にあり、学校が解決しなければならない課題は山積みとなっ

ています。第4期教育振興基本計画では2040年以降の社会を見据えた教育政策のコンセプトとして「持

続可能な社会の創り手の育成」及び「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」を掲げ、基本方針と

教育政策の目標、および指標を示しました。私たちは、これらを認識し、校長としての職責と使命の重大

さを自覚し、学校経営力を高め、学校教育の充実を図る必要があります。 

本大会では、研究主題『新たな時代を切り拓き、よりよい社会を形成していく日本人を育てる中学校教

育』のもと、これまでの成果を継承しつつ、中学校教育への熱い思いと各中学校における実践と成果を結

集し、活発な議論が進められることで、未来の教育の新たな一歩となることを願っております。 

福井の地で、多くの会員の皆様にお目にかかれることを楽しみにしております。 

 

令和６年２月 

第64回東海北陸中学校長会研究協議会   

福井大会実行委員長  永 廣 裕 子  

 
１ 大会要項 
 
１ 主  題  「新たな時代を切り拓き、よりよい社会を形成していく日本人を育てる中学校教育」 
 
２ 主  催   東海北陸中学校長会  福井県中学校長会 
 
３ 後  援   福井県・福井県教育委員会   福井市・福井市教育委員会 
          全日本中学校長会       福井県小学校長会 
 
４ 期  日   令和６年７月４日（木）・５日（金） 
 
５ 会  場   ◇全体会：フェニックス・プラザ 1F エルピス大ホール 

            〒910-0018 福井市田原1-13-6    TEL 0776-20-5060 
 

◇分科会：フェニックス・プラザ（①2F小ホール、②B1F地下大会議室） 
           ＡＯＳＳＡ（③6F601ABC研修室、④8F県民ホール） 

〒910-0858 福井市手寄 1-4-1  TEL 0776-20-1535 
                         ハピリン（⑤3Fハピリンホール）    
                〒910-0006 福井市中央 1-2-1    TEL 0776-20-2901 
                         福井県国際交流会館（⑥B1F多目的ホール、⑦3F特別会議室）   

〒910-0004 福井市宝永 3-1-1  TEL 0776-28-8800 
              福井商工会議所（⑧B1Fコンベンションホール） 
                〒918-8580 福井市西木田 2-8-1 TEL 0776-36-8111 
  
                  ◇理事会：フェニックス・プラザ 301 

            〒910-0018 福井市田原1-13-6    TEL 0776-20-5060 
 

◇レセプション：福井市内 
               
                  ◇分科会打合せ会場：各分科会場 
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６ 日  程 
 
  (1) １日目 理事会・分科会 

          11:00         12:00       13:00   13:30            16:30 18:00      20:00 

４日 

(木) 
理事会 

 受 付 
分科会 

  

レセプション 分科会 

打合せ会 

 

 

  (2) ２日目 全体会・記念講演 
                  9:00     9:30        10:30                     12:00    12:20 

５日 

(金) 

受付 全体会 

Ⅰ 

記念講演 全体会 

Ⅱ 

 

 

  (3) ７月４日（木）の日程詳細 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) ７月４日（木）分科会研究題・分担及び分科会会場 
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理 事 会 11:00～12:00 分科会打合せ 12:00～13:15 分 科 会 13:30～16:30 

フェニックスプラザ 301号室 各分科会会場 各分科会会場 

○開催県会長挨拶 

◯R5年度会務・会計報告 

◯R6年度事業計画・予算 

◯大会宣言・決議文 

◯福井大会概要説明 

◯次年度開催県より 

・岐阜県（基本構想等） 

※昼食 

◯挨拶 

◯分科会の流れ確認 

・運営責任者、会場責任者、 

司会者、発表者、記録者の 

打合せ 

◯開会の言葉 

◯研究協議 

・口頭発表 

・研究協議 

・まとめ 

◯閉会の言葉 

分

科

会 

研   究   題 
口頭 

発表 
司会 会  場 

１ 「カリキュラム・マネジメント」の推進 
三重 

石川 

福井 

石川 

フェニックス・プラザ 

小ホ-ル 

２ 「主体的・対話的で深い学び」の実現 
愛知 

富山 

愛知 

福井 

フェニックス・プラザ 

地下大会議室 

３ 
よりよく生きようとする意思や能力を育む道徳教育

の充実 

静岡

三重 

福井 

三重 

ＡＯＳＳＡ 

601ABC研修室 

４ 
健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを実現す

るための教育の充実 

岐阜 

愛知 

岐阜 

福井 

ＡＯＳＳＡ 

県民ホール 

５ 
社会的･職業的自立に向けたキャリア教育と進路指

導の充実 

福井 

静岡 

福井 

静岡 

ハピリン 

ハピリンホール 

６ 
自他を敬愛し他者と協働しながら自己実現を図るため

の自己指導能力を育成する生徒指導の充実 

石川 

岐阜 

福井 

岐阜 

福井県国際交流会館 

多目的ホール 

７ 「令和の日本型学校教育」を担う教師の育成 
愛知 

富山 

福井 

富山 

福井県国際交流会館 

特別会議室 

８ 学校と地域の連携・協働による「チーム学校」と

「働き方改革」の実現 

福井 

石川 

福井 

石川 

福井商工会議所 

コンベンションホール 
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(5) 分科会参加要請人数（会員数の 55％、石川県 50％、福井県 100％） 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
(6) ７月５日（金）の日程     フェニックス・プラザ 1Fエルピス大ホール 
 

受付 

9:00～9:30 

全体会Ⅰ 

9:30～10:20 

記念講演 

10:30～11:50 

全体会Ⅱ 

12:00～12:20 

 ◯開会式 

・国歌斉唱 

・開会の挨拶 

・来賓祝辞 

・来賓紹介 

◯講演 

・演題 

「チームマネジメント

〜自走力 UPの極意〜」 

・講師 前田 鎌利 氏 

◯大会宣言・決議文 

◯閉会式 

・閉会の挨拶 

・次年度開催県挨拶 

 

 

７ 記念講演 
○ 演題 「チームマネジメント〜自走力 UPの極意〜」 
○ 講師 前田 鎌利（まえだ かまり）氏 

    書家、プレゼンテーションクリエーター。株式会社「固（かたまり）」代表取締役 

    一般社団法人プレゼンテーション協会代表理事   

  

 

８ 大会参加費  ７，５００円  

 

 

９ 大会事務局  東海北陸中学校長会研究協議会福井大会事務局（福井県中学校長会事務局） 

〒910－0854 福井県福井市御幸３丁目 10番 20号 近藤ビル１F 

TEL・FAX：0776－25－0142     E－mail：chukocho@mo.mitene.or.jp 

 

県   名 岐阜 愛知 富山 石川 三重 静 岡 福 井 総  計 
 

グループ 

数 会員数(R5) １７６ ４０９ ７６ ８４ １４６ ２５５ ６９ １，２１５ 

参加人数 ９７ ２２５ ４４ ４２ ８１ １４０ ６９ ６９８ 

第１分科会 １３ ２２ ６ ６ １５ １８ ８ ８８ １４ 

第２分科会 １０ ２０ ６ ５ １０ １２ ９ ７２ １１ 

第３分科会 ９ １７ ５ ５ １０ １７ ９ ７２ １１ 

第４分科会 １３ ３６ ６ ５ １０ １８ ８ ９６ １５ 

第５分科会 １５ ４０ ５ ６ １０ ２０ ８ １０４ １７ 

第６分科会 １０ ２４ ５ ５ ９ １６ ９ ７８ １２ 

第７分科会 １２ ３０ ６ ５ １０ １８ ９ ９０ １４ 

第８分科会 １５ ３６ ５ ５ ７ ２１ ９ ９８ １６ 

合   計 ９７ ２２５ ４４ ４２ ８１ １４０ ６９ ６９８ １１０ 
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シンボルマークについて 

 

福井の地図を、勝山市で有名な恐竜の

形に見立て、６４回の数字を恐竜の脚

に見立ててあります。回を表す

「 ’」は、恐竜の手になります。 

ＦＵＫＵＩのＩの上にある目の位置

が、開催地の福井市の位置になるよう

にしました。 

６４の文字をからめて、手を取り合う

意味を込めました。全体として、福井

の地で皆が集まって、元気を得て欲し

いという意味にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

4



Ⅱ 福井大会研究協議の概要 〈第 75回全日本中学校長会研究協議会岩手大会準拠〉 
 

１ 研究主題 

  「新たな時代を切り拓き、よりよい社会を形成していく日本人を育てる中学校教育」 
 

２ 研究構想 

今の子どもたちやこれから誕生する子どもたちが成人して社会で活躍する頃には、我が国は新たな局面を迎

えていると予想される。それは、人口減少や高齢化、デジタルトランスフォーメーション、グローバル化や多

極化、地球環境問題など変動性や不確実性、複雑性、曖昧性の時代であり、先行き不透明で将来の予測が困難

な未来である。また、急激な少子高齢化が進む中で成熟社会を迎えた我が国にあっては、一人一人が持続可能

な社会の担い手として、その多様性を原動力とし、質的な豊かさを伴った個人と社会の成長につながる新たな

価値を生み出していくことが必要である。そうした中、我が国は、IoT (Internet of Things) や人工知能

（AI）で全ての人とモノがつながり、様々な知識や情報が共有され、必要な情報が必要なときに提供されるよ

うな超スマート社会（Society5.0）の仕組みづくりに挑み始めている。さらに、新たな感染症の世界的な流行

は、社会秩序や人々の生活等を一変させるような事態と子どもたちが常に隣り合わせにあることを実証するこ

ととなった。この先にある時代を担う子どもたちには、様々な変化に主体的に向き合うとともに我が国の伝統

や文化に立脚し、高い志や意欲をもつ自立した日本人として、他者と協働しながら価値の創造に挑み、よりよ

い社会を形成していく力を身に付け、望む未来を私たち自身で示し、作り上げていくことが求められる時代と

なっている。 

令和３年度から全面実施となった学習指導要領では、「社会に開かれた教育課程」の理念の下、これまでの我

が国の学校教育の実践や蓄積を生かし、子どもたちが未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成

することを目指して、確かな学力の育成や道徳教育の充実、体験活動の重視、豊かな心や健やかな体の育成を

改訂の基本的な考え方としている。そのことを踏まえて各学校において、生徒や学校、地域の実態を適切に把

握し、教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと、教育課程

の実施状況を評価してその改善を図っていくこと、教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保すると

ともにその改善を図っていくことなどを通して、教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質

の向上を図っていく「カリキュラム・マネジメント」に努めるものとしている。また、子どもたちが学習内容

を人生や社会の在り方と結び付けて深く理解し、これからの時代に求められる資質・能力を身に付け、生涯に

わたって能動的に学び続けることができるようにするために、我が国の優れた教育実践に見られる普遍的な視

点である「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進することが求められるとしている。 

 一方、中学校教育の現状を見ると、いじめの問題をはじめ、暴力行為、パソコンやスマートフォン等を利用

した問題行動、規範意識や社会性の未成熟、学習意欲の低下など、様々な課題が指摘されている。これらの課

題の解決を図るとともに、自殺の防止や不登校生徒への支援等に取り組み、子どもたちの命や安全を守るため

にも、教職員の力だけでなく、家庭や地域の教育力を生かしたり関係機関との連携を図ったりしていくことが

必要である。そのために、学校は従来から閉鎖的と言われる体質から抜け出し、「地域と共にある学校」に転換

していくことが求められている。 

中央教育審議会の「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して ～全ての子どもたちの可能性を引き出す、

個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」では、社会の変化が加速度を増し、複雑で予測困難となっ

てきている中、子どもたちの資質・能力を確実に育成するためには、学習指導要領を着実に実施していくこと

が重要であるとしている。その上で、2020年代を通じて実現を目指す新しい時代を見据えた学校教育を「令和

の日本型学校教育」とし、「個に応じた指導」を学習者の視点から整理した概念である「個別最適な学び」と、

これまでも「日本型学校教育」において重視されてきた「協働的な学び」とを一体的に充実することを目指す

としている。その実現のためには、これまでの学校教育が担ってきた、学習機会と学力を保障するという役

割、全人的な発達・成長を保障する役割、人と安全・安心につながることができる居場所としての福祉的な役

割を継承しつつ、学校教育を社会に開かれたものとしていくこと、学校教育を支える全ての関係者が、それぞ

れの役割を果たし、互いにしっかりと連携することで必要な改革を進めていくことが期待されている。また、

教師の勤務時間管理の徹底や学校及び教師が担う業務の明確化・適正化、教職員定数の改善充実、専門スタッ

フや外部人材の配置拡充などの学校における働き方改革を強力に推進すること、「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた授業改善に資するよう、これまでの実践と ICTとを最適に組み合わせることで、学校教育にお

ける様々な課題を解決し、教育の質の向上につなげられるようにすることも期待されている。 
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東海北陸中学校長会は、全日中新教育ビジョンの趣旨を踏まえ、学校における働き方改革を含めた新たな教

育課題に対しても果敢に挑戦し、校長相互の資質向上と目的を明確にした研究を推進することにより、学校経

営の更なる充実と学校からの教育改革を進めていかなければならない。そこで、令和６年度第 64回東海北陸中

学校長会研究協議会福井大会において、「新たな時代を切り拓き、よりよい社会を形成していく日本人を育てる

中学校教育」を研究協議会主題として研究を深め、我が国の中学校教育の向上に資するとともに、国民の負託

に応えたい。 

 

３ 分科会研究題と研究の視点 

 

第 1分科会 「カリキュラム・マネジメント」の推進 

予測困難で急激に変化する社会に生きる生徒たちは、未知の状況に対応し、新しい時代を切り拓いていく

力を身に付けなければならない。そのため学校には、よりよい学校教育を通じてよりよい社会を形成すると

いう目標を社会と共有しながら、生徒たちに育成すべき資質・能力を具体的かつ明確に示し、社会と連携・

協働して育んでいくための「カリキュラム・マネジメント」を推進することが求められる。 

  生徒たちが豊かな創造性を備え持続可能な社会の形成者となるためには「生きる力」が必要であり、育成

を目指す資質･能力は、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の３つの

柱である。 

  そこで各学校においては、教科等の目標や内容を見通し、特に学習の基盤となる資質・能力（言語能力、

情報活用能力、問題発見・解決能力等）や現代的な諸課題に対応して求められる力の育成のために、教科等

横断的な学習の充実や主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善等が求められており、教育課程に

基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図る「カリキュラム・マネジメント」に努めるこ

とが必要である。 

［研究の視点］ 

① 学習指導要領に基づく教育課程の実施状況を把握し、その改善を図るための学校評価の在り方 

② よりよい社会を形成するために、多様な諸課題の解決に必要な資質・能力を教科等横断的な視点で育成

していく教育課程の編成・実施・評価・改善 

③ 地域の人的・物的資源を有効活用した「社会に開かれた教育課程」の編成・実施・評価・改善 

 

第２分科会 「主体的・対話的で深い学び」の実現 

生徒たちが、学習内容を人生や社会の在り方と結び付けて深く理解し、これからの時代に求められる資

質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的に学び続けることができるようにするためには、「どのように学

ぶか」という学びの質が重要になる。学びの質は、生徒たちが様々な社会の変化に向き合い、主体的に学ぶ

ことの意味と自分の人生や社会の在り方を結び付けたり、多様な人との対話や書物等を通して考えを広めた

り深めたり、各教科等で身に付けた資質・能力を様々な問題の発見や解決に生かすよう学びを深めたりする

ことによって高まる。 

教師には、習得・活用・探究という学びの過程全体を見渡し、個々の内容事項を指導することによって育

まれる資質・能力を自覚的に認識しながら、子どもたちの変化等を踏まえつつ自ら指導方法を不断に見直

し、改善していくことが求められる。その際、「個別最適な学び」の成果を「協働的な学び」に生かし、更に

その成果を「個別最適な学び」に還元するなど、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実し、

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善につなげていくことが必要である。加えて、対面指

導の重要性、オンライン教育等の実践で明らかになる成果や課題を踏まえ、発達の段階に応じて、１人１台

端末の日常的な活用を「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて推進するとともに、日々の授業改善に

向けた取組を活性化していくことが必要である。 

［研究の視点］ 

① 教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせて「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業改善

の工夫 

② 全ての学習の基盤となる言語能力や情報活用能力、問題を発見し解決する能力の向上    

③ 全ての子どもたちの可能性を引き出す、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現 
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第３分科会 よりよく生きようとする意思や能力を育む道徳教育の充実 

全ての人が互いを尊重し、誰もが生き生きとした人生を享受できる共生社会を目指し、その実現に向けた

社会的包摂を推進する必要がある。学校や地域社会の一員として参画し、自らの個性を生かして幸せに生活

でき、誰一人取り残されず一人一人の可能性が最大限に引き出されることができるようにする上で、他者へ

の共感や寛容性、更には多様性を尊重する態度、人間関係を築く力、異なる考えの人々と議論を重ねながら

問題を解決していく力などを育成する機会を計画することが重要である。そのためには、各教科等における

道徳教育との関連を図りながら、「特別の教科 道徳」において、発達の段階に即した計画的、発展的な指導

や様々な体験活動等を生かす指導など、道徳的諸価値についての理解を基に、人間としての生き方について

の考えを深める授業の充実を図り、生徒の道徳性を養うことが必要である。 

また、現実の問題に対応できる資質・能力を育むためには、道徳教育推進教師を中心とした指導体制を充

実するとともに、生徒が自分自身の問題と捉え真正面から向き合い、一面的な見方から多面的・多角的に考

え議論していく「考え、議論する」道徳科の授業を実施することが大切である。さらに、家庭や地域社会と

育てたい生徒像を共有し、相互の連携強化を図ることも重要である。 

［研究の視点］ 

① 道徳的諸価値についての理解と、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度の育成 

② 生徒が自ら考え理解し、主体的に道徳性を育むための指導と評価の工夫 

③ 道徳教育推進教師を中心とした協力的な指導体制の充実 

 

 

第４分科会 健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを実現するための教育の充実 

生徒の体力の状況については、これまでの学校の取組により、ゆるやかに上昇してきた。しかしながら、

「令和３年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の体力合計点の結果は、小中男女共に令和元年度よ

り低下し、特に男子は小中共に現在の調査方式になった平成 20年度以来、過去最低の点数となった。体力低

下の要因として、①運動時間の減少、②学習以外のスクリーンタイムの増加、③肥満である生徒の増加が考

えられ、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、更に拍車がかかった。また、生徒を取り巻く環境の変化

や人の生命を脅かす感染症の流行等に伴う新たな健康課題に対応した教育が必要であるとの指摘もある。 

こうした指摘を踏まえ、生涯を通じて心身共に健康・安全で活力ある生活を送るために必要な資質・能力

を育て、心身の調和のとれた発達を図り、健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを実現する基礎を培う

必要がある。特に、食育の推進並びに体力の向上に関する指導、安全に関する指導及び心身の健康の保持増

進に関する指導については、関係する教科等において適切に行うよう努めなければならない。 

［研究の視点］ 

① 生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現していく資質・能力の育成と体力の向上 

② 食育の推進及び心身の健康の保持増進や感染症等の予防と対策に関する指導の充実 

③ 身の回りの生活の安全、交通安全、防災に関する指導や情報化の進展に伴う事件・事故の防止等 

の新たな安全上の課題に関する指導の充実 

 

第５分科会 社会的・職業的自立に向けたキャリア教育と進路指導の充実 

産業構造・就業構造の変化に加え、雇用形態や雇用慣行が多様化・流動化する中で、義務教育修了段階に

ある生徒たちに対し、社会的・職業的自立に向けて必要な資質・能力を身に付けることができるよう、「人間

関係形成・社会形成能力」「自己理解･自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」によっ

て構成される「基礎的・汎用的能力」を育成するキャリア教育が求められる。加えて、小・中・高等学校の

つながりを明確にしたキャリア教育の充実を図ることが大切であり、令和２年度より児童生徒が活動を記録

し蓄積する教材としてのキャリア・パスポートが、全ての小・中・高等学校において導入され、活用されて

いる。また、一人一人が、多様な個性・能力を伸ばし、充実した人生を主体的に切り拓いていくことのでき

る生涯学習社会の中で、生徒が自らの生き方を考え主体的に進路を選択することができるよう、特別活動を

要としつつ学校の教育活動全体を通じて組織的かつ計画的な進路指導を行うことが重要である。 

［研究の視点］ 

① 社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を育成する系統的なキャリア教育の充実 

② 教育活動全体を通した組織的・計画的な進路指導の充実 

③ 学校と地域･社会や産業界等が連携・協働した体験的な学習活動の充実 
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第６分科会 自他を敬愛し他者と協働しながら自己実現を図るための自己指導能力を育成する 

生徒指導の充実 

学校教育は、集団での生活や活動を基本としており、生徒相互の人間関係の在り方は、生徒の健全な成長

と深く関わっている。好ましい人間関係を基礎に、自他を敬愛し他者と協働しながら自己実現を図るための

自己指導能力を育成することは、人格のよりよい形成と学校生活の充実の基盤となる。我が国のいじめの背

景には、学級内の人間関係に起因する問題が多く指摘されていることから、学級経営と生徒指導の関連を図

った学級活動の充実がいじめの未然防止の観点からも一層重要となる。そのために、学級活動をはじめとす

る特別活動や部活動は、集団や社会の一員としてよりよい生活や人間関係を築き、人間としての生き方につ

いての自覚を深め、自己を生かす能力を養う重要な役割をもつ。 

平成25年に施行されたいじめ防止対策推進法に基づき、組織的な対応と関係機関との連携の強化等が図ら

れた。しかしながら、いじめの問題、自殺などが依然として発生しており、不登校も増加傾向にあることを

踏まえ、各学校では組織的、継続的な支援・取組を更に充実させるとともに、家庭や地域及び関係機関、ス

クールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーなどの専門スタッフ等との連携を一層充実させる必要が

ある。 

［研究の視点］ 

① 好ましい人間関係を築き、他者と協働しながら自己実現を図るための自己指導能力を育成する学校教育の在り方 

② いじめの問題への対応や自殺の防止及び不登校生徒への支援の在り方 

③ 家庭や地域及び関係機関、専門スタッフ等との連携・協力を密にした生徒指導の推進 

 

第７分科会 「令和の日本型学校教育」を担う教師の育成 

「令和の日本型学校教育」を実現し、それを担う質の高い教師となるためには、教師自身が技術の発達や

新たなニーズなど学校教育を取り巻く環境の変化を前向きに受け止め、教職生涯を通じて探究心をもちつつ

自律的かつ継続的に新しい知識・技能を学び続ける主体的な姿勢が必要である。また、子ども一人一人の学

びを最大限に引き出す役割を果たし、子どもの主体的な学びを支援する伴走者としての能力も備えているこ

とが求められる。 

今後、あらためて教師が高度専門職業人として認識されるためには、地域や学校現場の課題の解決を通し

た学びを含め、自らの日々の経験や他者から学ぶといった「現場の経験」を重視したスタイルの学びが求め

られ、これらが「新たな教師の学びの姿」を構想する上での鍵となる。そのような学びを通じて、教師一人

一人が専門職としての高度な知識・技能と、個々の生徒の多様な実態を踏まえた一人一人が抱える課題に個

別に対応できる指導力を身に付けるとともに、高い倫理観に立ち、使命感溢れる指導を行って、生徒や保護

者、地域の信頼を獲得することが不可欠である。また、教員養成段階から、生徒にプログラミング的思考、

情報モラル等に関する資質・能力も含む情報活用能力を身に付けさせるための ICT活用指導力を養成するこ

とや、学習履歴（スタディ・ログ）の利活用などの、教師のデータリテラシーの向上に向けた教育などの充

実を図っていくことが求められており、現職の教師に対しては ICT活用指導力の一層の向上を図ることが急

務である。さらに、心理や福祉等の専門スタッフなど多様な人材と協力したり、地域と連携・協働を円滑に

行ったりする資質・能力をもち、新たな領域の専門性を身に付けるなど強みを伸ばして諸課題の解決に取り

組むことができる人材の育成が求められる。 

［研究の視点］ 

① 生徒や保護者、地域の信頼に応えられる教師の育成と「新たな教師の学びの姿」を実現する研修の   在

り方 

② 教科等の専門性と指導力、及びICT活用指導力を含めた新たな課題に対応できる力量を高める人材育成と研修

の在り方 

③ 地域等と協働し、組織的に諸課題の解決に取り組むことができる教師の育成 

 

第８分科会 学校と地域の連携・協働による「チーム学校」と「働き方改革」の実現 

学校には、これまでにも新たな課題に応じて、司書教諭、栄養教諭等の新しい職が導入されてきた。近年

は、ますます複雑化・多様化する教育課題に対応するため、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワ

ーカー、部活動指導員等の教員以外の専門スタッフが導入されている。そのため、これからは教職員間のよ

り一層の組織的対応を強化することはもちろん、全てを教職員が担う自己完結型の運営を廃し、これら専門
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スタッフとの協働を推し進め、学校内の多様な人材がそれぞれの専門性を生かして能力を発揮するチームと

しての学校を実現していくことが求められる。また、コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）等を

活用するなど、チームとしての学校と地域の連携体制を整備していくことで、地域と共にある学校づくりを

推進し、社会総がかりで教育を進めていくことも求められる。その結果として、教師が担うべき業務の精

選・明確化などを図り、新たに導入されたスクールサポートスタッフ、ICT支援員等を活用し、教員の働き

方改革につなげていくことや教育委員会等に配置されているスクールロイヤー等を活用しての法的整理を踏

まえた役割分担・連携が必要である。 

こうした「チーム学校」の実現のため、校長は、これまでの教職員の管理を主とするマネジメントから脱

却し、多様な知識・経験をもつ人材との連携を強化し、そうした人材を取り込むことで、社会のニーズに対応

しつつ、高い教育力をもつ組織となるためのマネジメントを進めていく必要がある。 

［研究の視点］ 

① 教職員や多様な人材の専門性を活用し、組織力を高める学校経営の在り方 

② チームとしての学校と地域の連携・協働体制の在り方 

③ 専門スタッフ等との連携による「教員の働き方改革」の実現 
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Ⅲ 大会参加・宿泊等の申込み 及び お知らせ 

 

１ 大会参加・宿泊等の申込みの手順について 

 

【大会参加者にお願いします】 ☆申込み〆切 R6.4.24(水) 4/3から入力可能 

① ◆ＵＲＬからの申込み 

福井県中学校長会ＷＥＢサイトより下記のバナーをクリックしてください。 

    ＷＥＢサイト 

 http://www.fukui-chukocho.jp/ 

 

  ◆ＱＲコードからの申込み 

   右記のＱＲコードを読み込んでください。 

 

 

② 第 64回東陸中福井大会参加申込用 Googleフォームに必要項目を入力いただき、 

送信してください。送信後、登録されたメールアドレスに送信完了のメールが届きます。 

  

 ※入力フォーム参照 
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